
提

出

者

古

川

元

久

平
成
十
六
年
七
月
三
十
日
提
出

質

問

第

一

五

号

公
的
年
金
制
度
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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公
的
年
金
制
度
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
民
生
活
に
極
め
て
密
接
な
関
係
が
あ
る
公
的
年
金
制
度
に
対
し
て
、
国
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
公
的
年

金
制
度
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
質
問
す
る
。

一

公
的
年
金
制
度
の
意
義

国
が
公
的
年
金
制
度
を
創
設
し
、
運
営
す
る
目
的
は
何
か
。
国
家
、
社
会
、
国
民
に
と
っ
て
公
的
年
金
制
度
は
ど
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

二

公
的
年
金
と
私
的
年
金
の
違
い

公
的
年
金
と
私
的
年
金
は
、
そ
の
目
的
、
性
格
、
機
能
面
に
お
い
て
何
が
違
う
の
か
。
私
的
年
金
と
の
相
違
と
い
う
観
点

か
ら
、
公
的
年
金
の
意
義
は
何
か
。

三

公
的
年
金
と
生
活
保
護
の
関
係

公
的
年
金
は
保
険
料
と
い
う
負
担
に
基
づ
き
給
付
が
行
わ
れ
、
生
活
保
護
は
負
担
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
給
付
が
行
わ
れ

る
。
負
担
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
金
給
付
と
い
う
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
理
由
は
何
か
。
ま
た
公
的
年
金
制

度
と
生
活
保
護
の
目
的
、
性
格
、
社
会
保
障
制
度
と
し
て
の
位
置
づ
け
、
機
能
の
相
違
は
何
か
。
国
民
か
ら
は
「
年
金
給
付

一



に
は
負
担
が
伴
う
の
に
、
生
活
保
護
は
負
担
無
し
で
年
金
を
上
回
る
給
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
不
公
平
」
と
の
指
摘
が
あ
る

が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

四

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
と
各
種
共
済
制
度
の
相
違

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
制
度
と
共
済
制
度
は
、
理
念
上
及
び
制
度
上
、
何
が
違
う
の
か
。
一
部
に
「
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
は
老
後
の
生
活
保
障
制
度
だ
が
、
共
済
は
職
員
が
長
年
働
い
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
報
い
る
制
度
」
と
の
指
摘
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
正
し
い
の
か
。
ま
た
厚
生
年
金
制
度
の
六
十
歳
代
前
半
の
在
職
老
齢
年
金
制
度
に
お
い
て
在
職
中
の
老
齢
厚
生

年
金
額
が
一
律
二
割
カ
ッ
ト
さ
れ
る
（
〇
四
年
改
正
法
に
お
い
て
平
成
一
七
年
四
月
に
廃
止
）
の
に
対
し
て
、
共
済
で
は
同

様
の
一
律
カ
ッ
ト
制
度
は
無
い
が
、
こ
れ
は
前
記
の
年
金
制
度
の
性
格
に
よ
る
違
い
な
の
か
。

以
上
の
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
と
共
済
制
度
の
理
念
及
び
制
度
上
の
相
違
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
年
金
制
度
と
共
済
制
度

を
一
元
化
す
る
こ
と
は
、
論
理
的
に
可
能
か
。
一
元
化
に
あ
た
っ
て
、
具
体
的
に
障
害
と
な
る
問
題
点
は
何
か
。

五

公
的
年
金
制
度
の
財
政
方
式

〇
四
年
改
正
年
金
法
で
は
年
金
給
付
の
下
限
を
定
め
る
一
方
で
、
保
険
料
の
上
限
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
年
金
の
財
政

方
式
と
し
て
、
「
賦
課
方
式
」
な
の
か
、
「
積
立
方
式
」
な
の
か
。
ま
た
従
来
政
府
は
、
わ
が
国
の
公
的
年
金
制
度
の
財
政

二



方
式
を
「
修
正
積
立
方
式
」
と
し
て
き
た
が
、
こ
の
定
義
は
何
か
。

六

「
社
会
保
険
方
式
」
の
定
義

政
府
は
現
行
の
公
的
年
金
制
度
を
「
社
会
保
険
方
式
」
と
説
明
す
る
が
、
こ
の
「
社
会
保
険
方
式
」
の
定
義
は
何
か
。
ま

た
「
社
会
保
険
方
式
」
に
お
け
る
公
的
資
金
の
投
入
限
度
額
（
割
合
）
は
ど
の
程
度
か
。

七

事
業
主
負
担
を
求
め
る
根
拠

公
的
年
金
制
度
に
お
い
て
、
企
業
（
事
業
主
）
負
担
を
求
め
る
論
理
的
根
拠
は
何
か
。
他
国
の
事
例
に
根
拠
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、
年
金
制
度
の
本
旨
に
沿
っ
た
論
理
上
の
説
明
を
さ
れ
た
い
。
特
に
基
礎
年
金
部
分
に
お
い
て
、
国
民
年
金
で
は

被
保
険
者
の
み
の
負
担
で
あ
り
、
厚
生
年
金
等
で
は
事
業
主
負
担
を
求
め
る
合
理
的
根
拠
は
何
か
。
ま
た
現
行
の
厚
生
年
金

等
で
は
事
業
主
負
担
を
二
分
の
一
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。

八

標
準
報
酬
額
の
合
理
的
根
拠

現
在
の
厚
生
年
金
等
で
は
、
保
険
料
の
賦
課
基
準
に
平
均
標
準
報
酬
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。
い
わ
ゆ
る

給
料
の
額
面
額
に
近
い
平
均
標
準
報
酬
で
は
、
当
該
給
与
所
得
者
の
家
族
構
成
等
に
よ
る
負
担
能
力
の
格
差
を
捨
象
す
る
こ

と
と
な
る
が
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。

三



九

基
礎
年
金
の
給
付
額
の
基
準

基
礎
年
金
の
モ
デ
ル
年
金
月
額
は
現
在
六
万
六
千
余
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
金
額
は
何
を
も
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
当
該
基
準
に
照
ら
し
て
基
礎
年
金
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
適
用
す
る
こ
と
は
妥
当
か
。

右
質
問
す
る
。

四


